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試合番号 ： 201 試合会場 ： 丸善インテックアリーナ大阪（大阪市中央体育館） 観客数 ： 2,150

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 14:18 試合時間 ： 01:18 主審： 原　啓之 副審： 山本　和良

サントリーサンバーズ 通
算

15 勝 5 敗

3

25 第1セット 16

0

FC東京 通
算

5 勝 16 敗

ポイント： 46 ポイント： 13

監
督
コ
メ
ン
ト

　今日はホームゲームでチームの良いところが出て、課題であるサーブも
一人一人が集中して打っていた。
　明日はジェイテクト戦なのでチャレンジャーの気持ちで向かっていきた
いと思う。
　本日もたくさんの応援、ありがとうございました。

25 第２セット 11
監
督
コ
メ
ン
ト

　今日はプレモビッチ選手がいないため、厳しい展開が予想された中、戦
う気持ちなどメンタリティの部分が技術、戦術以上に重要であったが、そ
の部分が全く足りなかった。
　明日のＷＤ名古屋戦も厳しい展開になるが、お客様の前で戦う姿をしっ
かりと見せなければならない。
　本日も応援ありがとうございました。

25 第３セット 12

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　現在４位のサントリーサンバーズと８位のＦＣ東京の一戦。
　第１セット、序盤から一進一退の展開が繰り広げられるが、中盤にサントリーの大宅と塩田が連続ブロックでリードする。その後も大宅が相手ブロックの的を絞らせないトス回しでＦＣ東京を突き離し、
サントリーは第１セットで６本のブロックポイントを決めるなどして先取した。
　第２、第３セット、ＦＣ東京は迫田、柳町など新人選手が活躍するが、ホームゲームの大声援を受けて勢いに乗ったサントリーには及ばなかった。
　サントリーは、この勝利でＶ・ファイナルステージ進出に向けて、弾みをつけた。

試合番号 ： 202 試合会場 ： 丸善インテックアリーナ大阪（大阪市中央体育館） 観客数 ： 2,030

開始時間 ： 16:00 終了時間 ： 18:15 試合時間 ： 02:15 主審： 中山　健 副審： 村中　伸

ウルフドッグス名古屋 通
算

7 勝 13 敗

2

22 第１セット 25

3

ジェイテクトSTINGS 通
算

20 勝 1 敗

ポイント： 23 ポイント： 55

監
督
コ
メ
ン
ト

　今日の試合も非常に厳しい闘いであったが、選手たちはよく頑張った。
　このような試合の中で選手たちは成長できるのだと思う。
　次はFC東京戦だが、何をすべきなのかを考えて、これから準備する。
　いつも応援してくれるファンの皆様、ありがとうございました。　次の
試合も応援をよろしくお願いいたします。

12 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　今日の試合はいいスタートを切ることができたが、途中からリズムを崩
し苦しい状況になった。その中でも勝利することができたことがよかった
と思う。
　明日に向けて準備し、自分たちのバレーを展開できるようにしていきた
い。
　引き続き応援をよろしくお願いいたします。

27 第３セット 25

25 第４セット 16

10 第５セット 15

要
約
レ
ポ
l
ト

　２週前にフルセットの熱戦を演じたジェイテクトSTINGSとウルフドッグス名古屋が対戦した。
　第１セット、両チーム安定したサーブレシーブからクイックを多用した攻撃で得点を重ね、終盤まで競り合い、ジェイテクトが先取した。
　ジェイテクトは第１セットの流れのまま第２セットも、カジースキの緩急織り交ぜたサーブでWD名古屋のサーブレシーブを崩し、リードを大きく広げて連取した。
　後のなくなったWD名古屋は、第３セット、高松やガスパリーニのアタックで得点を重ねて接戦をものにすると、第４セットも前田のサーブでジェイテクトの守りを崩し、ガスパリーニや高梨がアタックを
決めて大きくリードし、このセットも取ってフルセットに持ち込んだ。
　迎えた第５セット、一進一退のスタートからジェイテクトがカジースキのサービスエースでリードを広げると、セッター中根は西田、カジースキにトスを集め、強いアタックで得点を重ねた。WD名古屋も
ガスパリーニや高松のアタックで対抗したが、一歩及ばず、ジェイテクトが勝利した。

試合番号 ： 203 試合会場 ： パナソニックアリーナ 観客数 ： 1,841

開始時間 ： 12:05 終了時間 ： 13:21 試合時間 ： 01:16 主審： 森口　豊 副審： 城　智人

JTサンダーズ広島 通
算

17 勝 4 敗

3

25 第１セット 17

0

東レアローズ 通
算

8 勝 13 敗

ポイント： 50 ポイント： 27

監
督
コ
メ
ン
ト

　勝利を収めるだけでなく、先週の堺戦よりさらに全体のパフォーマンス
があがったことが収穫だった。今日はサーブとブロックが機能して、終始
主導権をにぎることができた。
　ファンの皆さま、たくさんのご声援ありがとうございました。

25 第２セット 23
監
督
コ
メ
ン
ト

　今日の試合はJT広島のブロックに苦しめられた。
　悪い状況でのリバウンド、フォローをしっかりできないとブロック力の
あるJT広島には勝てないと思う。
　チームとしては苦しい状況が続いていますが、逃げることなく戦ってい
きたいと思います。
　本日もたくさんの応援有難うございました。

25 第３セット 20

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　第１セット、JTサンダーズ広島は深津のサーブ、小野寺の連続ブロックでリズムをつかみ、序盤から７連続先取でリードする。東レアローズはルジェ、アウンのスパイクで得点するも、JT広島はエドガー
、中島のスパイクや陳のブロックなどでさらに勢いに乗りセットを取る。
　第２セット、東レは高橋、JT広島は小野寺の活躍で中盤までもつれ込むが、山本、陳のスパイクやリリーフサーバー久原のサーブポイントで粘る東レを引き離した。
　第３セット、JT広島はエドガーのサーブで勢いに乗る。何とか流れを引き寄せたい東レは５－９、８‐14の２度タイムアウトを使うも、JT広島の高いブロックに阻まれる。攻守ともに力を見せつけたJT広
島がそのままストレートで勝利した。

試合番号 ： 204 試合会場 ： パナソニックアリーナ 観客数 ： 2,761

開始時間 ： 15:00 終了時間 ： 16:23 試合時間 ： 01:23 主審： 戸川　太輔 副審： 澤　達大

パナソニックパンサーズ 通
算

19 勝 2 敗

3

25 第１セット 14

0

VC長野トライデンツ 通
算

2 勝 19 敗

ポイント： 56 ポイント： 6

監
督
コ
メ
ン
ト

　全員がコートに立ち、一人一人が良いパフォーマンスをみせてくれた。
　今シーズン最後のホームゲーム、ファンの皆さまの盛り上がりのなか、
良い形で勝つことができ、本当にうれしく思う。
　明日の試合も高い集中力を保ち、全員で全力で戦っていきたい。
　本日はたくさんのご声援ありがとうございました。明日もよろしくお願
いいたします。

27 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　第２セットに入るとき選手へ奮起を促したが、パナソニックの経験ある
選手に思うようにされてしまった。
　明日も試合があるので、しっかり準備をして挑みたいと思います。
　本日も応援有難うございました。

25 第３セット 18

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　ホームゲームのパナソニックパンサーズとVC長野トライデンツの一戦。
　第１セットはパナソニックが清水と久原のアタックで得点を重ね、序盤から大きくリードする。VC長野もパトリック、池田のアタックで応戦するも、最後は途中出場の今村のアタックが決まり、パナソニ
ックがこのセットを奪う。
　第２セットは序盤から一進一退の展開になる。中盤、VC長野は池田のサービスエース、笠利のアタックでリードを奪うが、パナソニックはクビアク、白澤のブロックなどで逆転する。デュースにまでもつ
れこむ熱戦になったが、最後はクビアクのアタックが決まり、パナソニックが連取する。
　第３セット、パナソニックは大竹のアタックやサービスエースで序盤からリードする。VC長野も終盤、２枚替えでコートに立った須貝のアタックなどで追いすがるも、最後はパナソニックの渡辺のアタッ
クが決まり、ストレートでパナソニックが勝利した。

※本票の著作権は、一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。


